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【動機】         

 昨年までの研究では光の入射角がブリュースター角のときにｐ偏光成分が０になることを学びました。

今年はその特徴を利用し、赤と青の色成分の比率を用いて材料の屈折率の推定を試みました。それは屈折

率が違えば材料の性質の違いがわかるからです。 

 

【方法】         

 ブリュースター角付近での反射強度を観察するためそれに適応する手作りの装置を製作しました。その

装置を使い、カラー画像を撮影し、そのＲＢＧの色成分のうちＲとＢの比率をとることにより、屈折率を

反射の色比率で表現することを試みました。 

 

【結果】         

 水道水、サラダ油、オレンジジュースのＲ／Ｂの値は予想した屈折率の大きい順に並びました。豆乳、

牛乳、ホイップクリームは温度を上げるほどあまりうまくいきませんでしたが、豆腐の凝固過程では、別

の方法で計測された大学院生の方と似た結果が出ました。 

 

【結論】         

 水道水などはＲ／Ｂを用いれば、簡便な装置と方法で屈折率を表現することができました。ですが豆乳

などは溶液表面の膜、溶液の色の違い、設定した３箇所の入射角が適当な角度でないこと等の理由から反

射率曲線に従った屈折率の導出までには至りませんでした。 

 

【展望】         

 本装置は非接触、簡便、迅速な計測方法であるために色々な対象物への活用が期待されると思います。

例えば豆腐の凝固過程の観察だけでなく、屈折率の異なる鉱石の検出、魚の鮮度判定のための眼球の屈折

率の計測など色々なことに使えそうな気がします。 

 


